
別添資料１ ドリルゲームを指導する際に活用した掲示物の例

ボールの動き

人の動き

◎ルール
・ボードのシールをねらうと良い！
・３０秒で何回入るかを競う。
・成功したら「ナイスシュート」！失敗しても「ドンマイ！」
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フリーゾーン

からシュート

ボールの動き

人の動き

◎ルール
・３０秒で何回入るかを競う。
・フリーゾーンからシールをねらうと入りやすい。
・頭上に注意！ボールが落ちてくるよ！
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ボールの動き

人の動き

◎ルール
・４人が鬼で３人が逃げる。（３０秒間）
・ボールを持っている鬼だけがタッチできる。
・タッチされた人はタッチした鬼と交代。
・６人チームは３人が鬼で３人が逃げる。
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ボールの動き

人の動き

◎ルール
・相手が取りやすいパスはどんなパスか考えよう。
・色々なパスをまぜながらやってみよう。
・３０秒で何回つながるか競う。
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後ろに並ぶ。



別添資料２ タスクゲームを指導する際に活用した掲示物の例

・ディフェンスが１人しかいないからパスが
通りやすい。
・シュートチャンスもたくさんある。
・パスをもらうための動きが身に付く。
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・３対１より少し難しいタスクゲーム。
・パスがもらえる場所を見つけ，動く練習になる。
・ボールを持っている人はどんなパス（バウンドパス？
ふんわりパス？）をするとよいか判断する練習になる。
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・メインゲームとほぼ同じ条件のゲーム。
練習したことや作戦を実際に試すことが
できる。
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にも入れない！


